
財源 768 768 774 △6

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
4. 衛生費 4. 印旛沼浄化運動事業

1. 保健衛生費

6. 公害対策費 環境保全課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 774 △6 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

768 768

768 768

印旛沼の水質改善を図るため、生活排水対策推進計画に 印旛沼の水質浄化の啓発活動を進めるとともに、生活排 市民の心のよりどころである印旛沼の水質の改善事業を

基づき、家庭からの生活排水の対策や沼の環境改善についての啓発活動 水対策を推進し、印旛沼の水質改善を図る。 推進することで、ふるさと意識の高揚と環境保全活動への波及効果が期

等を進める。 待できる。

印旛沼は、首都圏域に位置し、また、水深が浅い 印旛沼の管理は、国、県であり、直接的な水質対 平成18～19年度まで、全国生活排水対策重点地域

ことなど元来汚れやすい環境にあるため、事業実施の効果が現れにくい 策について、市、町は手を出せないため、抜本的な水質浄化対策につい 指定市町村連絡協議会会長市であった。平成20～21年度まで、全国生活

傾向にある。また、影響範囲が大きいため、千葉県を含めた流域市町村 て、国、県の責任において対応してもらうために、継続的に要望をして 排水対策重点地域指定市町村連絡協議会の役員(関東ブロック選出の幹

全体で取り組む必要がある。 いく。 事市)。

11 550 550 0

12 23 23 0

14 87 50 37

19 108 151 △43

差引一般


